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０９
年
度
の
文
部
科
学
省
私

立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形

成
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た

社
会
知
性
開
発
セ
ン
タ
ー
／

社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ

ー
（
代
表
∥
原
田
博
夫
経
済

学
部
教
授
）
の
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
持
続
的
発
展
に
向

け
て
の
社
会
関
係
資
本
の
多

様
な
構
築
‥
東
ア
ジ
ア
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
、
市
民
文
化
の
観
点
か

ら
」
の
第
１
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
１２
月
１９
日
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
研

究
者
や
学
生
ら
約
１
３
０
人

が
聴
講
し
た
。

原
田
代
表
が
「
社
会
関
係

資
本
を
３
分
野
に
分
け
て
調

査
・
研
究
を
進
め
、
東
ア
ジ

ア
地
域
の
継
続
的
な
発
展
の

可
能
性
と
方
向
性
を
提
示
し

た
い
」
と
概
要
を
説
明
し

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
野
の

神
原
理
商
学
部
教
授
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
分
野
の
上
田
和
勇

大
学
院
商
学
研
究
科
長
・
商

学
部
教
授
、
市
民
文
化
分
野

の
村
上
俊
介
経
済
学
部
教
授

の
各
チ
ー
フ
が
研
究
の
方
向

性
と
課
題
を
提
示
し
た
。

日
髙
義
博
理
事
長
・
学
長

は
「
ア
ジ
ア
圏
の
発
展
を
担

う
学
生
を
ど
れ
だ
け
輩
出
で

き
る
か
が
本
学
に
求
め
ら
れ

る
使
命
の
ひ
と
つ
。
研
究
の

意
義
は
大
き

く
、
活
動
に

期
待
す
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

基
調
講
演
は
、
社
会
関
係

資
本
研
究
の
第
一
人
者
、
米

・
デ
ュ
ー
ク
大
学
の
ナ
ン
・

リ
ン
教
授
が
「
社
会
関
係
資

本
‥
理
論
と
研
究
の
現
状
」

を
テ
ー
マ
に
、
タ
イ
中
央
銀

行
の
タ
リ
サ
・
ワ
タ
ナ
ガ
セ

総
裁
が
「
持
続
的
成
長
の
た

め
の
社
会
関
係
資
本
‥
タ
イ

の
視
点
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。引

き
続
き
、
原
田
代
表
を

モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
リ
ン
教

授
、
タ
リ
サ
総
裁
、
嶋
根
克

己
文
学
部
教
授
、
飯
沼
健
子

経
済
学
部
准
教
授
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

開
か
れ
た
。

〔
概
要
〕
予
算
規
模
は
、

１１
億
１
０
２
２
万
円
の
増

（
当
初
予
算
比
３
・
３４
％

増
）
で
３
４
３
億
７
２
７
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

収
入
の
部
で
は
、
当
年
度

収
入
合
計
が
３
億
４
９
６
０

万
円
の
増
（
同
１
・
３６
％

増
）
で
２
５
９
億
９
９
５
０

万
円
。
前
年
度
繰
越
支
払
資

金
は
、
７
億
６
０
６
１
万
円

の
増
で
８３
億
７
７
６
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

支
出
の
部
で
は
、
当
年
度

支
出
合
計
が
９
億
４
４
０
６

万
円
の
増
（
同
３
・
７６
％

増
）
で
２
６
０
億
２
８
９
２

万
円
。
次
年
度
繰
越
支
払
資

金
は
、
翌
年
度
の
収
入
と
な

る
前
受
金
収
入
を
含
み
、
１

億
６
６
１
５
万
円
の
増
（
同

２
・
０５
％
増
）
で
８２
億
７
８

３
４
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

学
校
法
人
専
修
大
学
の
０９
年
度
補
正
予
算
は
、
１２
月
１６
日
開
催
の
理
事
会
・
評

議
員
会
の
議
決
を
経
て
別
表
の
と
お
り
決
定
し
た
。

〔
概
要
〕
消
費
収
入
の
部

で
は
、
帰
属
収
入
合
計
（
学

校
法
人
の
負
債
と
な
ら
な
い

収
入
）
が
５
億
７
２
５
５
万

円
の
増
（
同
２
・
２４
％
増
）

で
２
６
１
億
４
８
２
３
万

円
。
基
本
金
組
入
額
合
計
が

１
億
１
２
１
９
万
円
の
増

（
同
５
・
８３
％
増
）
で
２０
億

３
６
８
１
万
円
。
消
費
収
入

の
部
合
計
は
、
４
億
６
０
３

６
万
円
の
増
（
同
１
・
９５
％

増
）
で
２
４
１
億
１
１
４
２

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

消
費
支
出
の
部
で
は
、
消

費
支
出
の
部
合
計
が
６
億
３７

万
円
の
増（
同
２
・
３５
％
増
）

で
２
６
０
億
９
４
８
３
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

当
年
度
消
費
収
支
差
額

は
、
１
億
４
０
０
１
万
円
の

増
（
同
７
・
６０
％
増
）
で
１９

億
８
３
４
１
万
円
の
消
費
支

出
超
過
額
と
な
っ
て
い
る
。

前
年
度
繰
越
消
費
支
出
超
過

額
（
１
６
３
億
８
２
７
７
万

円
）
を
加
え
た
翌
年
度
繰
越

消
費
支
出
超
過
額
は
、
７
億

８
８
１
７
万
円
の
減
（
同
４

・
１１
％
減
）
で
１
８
３
億
６

６
１
８
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

社
会
科
学
研
究
所
は
、
創

立
６０
周
年
記
念
事
業
第
１
弾

と
し
て
開
催
し
た
檀
国
大
学

と
の
合
同
研
究
会
（
本
紙
第

４
７
１
号
既
報
）
に
続
き
、

第
２
弾
と
し
て
「
今
、
な
ぜ

『
資
本
論
』
な
の
か
」
を
統

一
テ
ー
マ
に
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
い
た
。

第
１
回
は
１１
月
１７
日
、
約

１
３
０
人
の
参
加
を
得
て
、

的
場
昭
弘
神
奈
川
大
学
教
授

の
基
調
報
告
「
『
資
本
論
』

か
ら
現
代
を
読
む
」
を
も
と

に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
・
清
水

真
志
、吉
田
雅
明（
と
も
に
本

学
経
済
学
部
教
授
）
、
司
会

村
上
俊
介
（
同
）
で
行
わ
れ

た
。
第
２
回
は
１２
月
１６
日
、

約
１
６
０
人
が
参
加
し
、
伍

賀
一
道
金
沢
大
学
教
授
に
よ

る
基
調
報
告
「
今
日
の
貧
困

と
『
資
本
論
』」、
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
・
福
島
利
夫
、
宮
嵜

晃
臣
（
と
も
に
本
学
経
済
学

部
教
授
）
、
司
会
・
兵
頭
淳
史

（
同
准
教
授
）で
行
わ
れ
た
。

新
自
由
主
義
的
改
革
に
よ

っ
て
福
祉
国
家
の
枠
組
み
が

外
さ
れ
、
以
来
、
非
正
規
雇

用
が
増
大
し
、
貧
困
が
座
視

で
き
な
い
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
そ
の
新
自
由
主

義
的
政
策
の
限
界
が
サ
ブ
プ

ラ
イ
ム
・
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
っ
て
画
さ
れ
、
市
場

経
済
が
決
し
て
万
能
で
は
な

い
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
、『
資

本
論
』
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
て
の
今
企
画

に
は
多
く
の
学
生
、
市
民
の

参
加
が
あ
り
、
広
範
な
質
問

が
寄
せ
ら
れ
、
活
気
に
満
ち

た
シ
ン
ポ
と
な
っ
た
。
こ
れ

ら
の
記
録
は
２
０
１
０
年
度

早
々
に
『
専
修
大
学
社
会
科

学
研
究
所
月
報
』
に
掲
載
す

る
予
定
で
あ
る
（
事
務
局
長

・
宮
嵜
晃
臣
）。

旅
を
テ
ー
マ
に
し
た
人
文
科
学

研
究
所
の
第
７
回
公
開
講
座
「
旅

―
人
間
は
ど
ん
な
た
び
を
し
て
き

た
か
―
」
が
１２
月
１９
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
今
テ
ー

マ
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
キ
リ
シ

タ
ン
に
ま
つ
わ
る
旅
。
約
１
２
０

人
が
来
場
し
、
２
講
師
に
よ
る
講

演
を
熱
心
に
聴
講
し
た
。

ま
ず
本
学
の
末
廣
幹
文
学
部
教

授
が
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
演
劇
に

見
ら
れ
る
旅
―
『
冬
物
語
』
に
お

け
る
帰
郷
」
と
題
し
て
講
演
。
物

語
の
数
場
面
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
の
魅

力
に
触
れ
な
が
ら
、
作
中
で
描
か

れ
て
い
る
旅
に
つ
い
て
解
説
。
ヒ

ロ
イ
ン
の
死
と
復
活
を
描
い
た
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
演
劇
の
Ｖ
Ｔ

Ｒ
を
見
な
が
ら
「
こ
の
物
語
で
は

死
者
す
ら
も
旅
し
、
最
後
に
帰
郷

す
る
」
と
話
し
た
∥
写
真
。

続
い
て
東
洋
大
学
の
中
里
巧
文

学
部
教
授
が
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン

と
北
欧
初
期
キ
リ
ス
ト
教
―
祖
先

や
父
祖
を
め
ぐ
る
信
仰
と
崇
敬
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
「
キ
リ
シ
タ

ン
た
ち
は
江
戸
か
ら
明
治
時
代
ま

で
の
迫
害
の
歴
史
を
『
旅
』
と
呼

ん
で
い
る
」
と
歴
史
背
景
と
と
も

に
解
説
し
、
現
代
に
残
る
石
碑
、

マ
リ
ア
仏
像
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン

の
墓
な
ど
を
紹
介
し
た
。

１
月
１３
日
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
法
学
部
講
演
会

「
税
務
行
政
の
現
状
に
つ

い
て
（
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化

と
税
）
」
が
開
か
れ
た
。

こ
れ
は
増
田
英
敏
教
授
の

租
税
法
の
講
義
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
。
出

席
し
た
学
生
た
ち
は
東
京

国
税
局
の
杉
尾
健
・
調
査

第
四
部
長
か
ら
税
務
行
政

の
現
状
、
実
務
に
つ
い
て

熱
心
に
聴
い
た
∥
写
真
。

税務行政の現状について

▲ 会場から活発な質問も

「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」と
「
キ
リ
シ
タ
ン
」

末廣教授ら講演

会演講

社

会

科

学

研

究

所

部

創
立
６０
周
年
記
念
公
開
シ
ン
ポ

学

社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー

▲ パネラーと聴衆がディスカッション

法

第
１
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く

旅旅人文科学研究所公開講座

―
当
初
予
算
額
と
の
比
較
―

資
金
収
支
補
正
予
算

１

２

消
費
収
支
補
正
予
算

（２）２０１０年（平成２２年）２月５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４７３号


